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概要 

岩手大学総合情報処理センターでは，これまで特色ある地域貢献を行ってきた。それは，情報技術の普遍

的な価値を追求した結果導き出されてきたものであり，コミュニティ形成型の地域貢献と位置づけられる。

実例を挙げながら，総合情報処理センターと地域の協力関係のあり方などについて議論し，法人化後ますま

す重要性が増してきた地域貢献についての提言としたい。 
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1. はじめに 

総合情報処理センターには教員の定員が存在し，通常

学内支援業務だけではなく教育や研究についても活動を

行っている。しかし，具体的な教育や研究の内容はそれ

ぞれの大学毎に異なっており，それぞれの教員が得意と

する分野を中心に 活動が行われているものと思われる。 
岩手大学総合情報処理センターでは，総合化前から学

内措置で専任教員を配置し，早くから研究面の活動を行

ってきている。特色の一つとして挙げられるのは，地域

貢献活動に関する研究である。法人化前のあまり地域貢

献が重要視されない時代から，情報処理センターあるい

は総合情報処理センターの重要な研究の一貫と位置づけ

て，特徴のある活動を行ってきた。 
例えば，盛岡地区の地域インターネットエクスチェン

ジである「不来方マルチメディア・インターネットエク

スチェンジ（COZMIX）の構築」と「地域コミュニティ

ネットワークサービスの実現」は [1]， 総合情報処理



センターの概算要求においても，一つの特徴として盛り

込んで認められ，平成13年4 月には総合情報処理センタ

ーへ改組することができた。 
 また，自治体の委員として，あるいは総合情報処理セ

ンターの研究活動として，地域の情報化，岩手県の情報

ハイウェイの構築，盛岡市の情報化などの支援にも深く

関わってきた [2-4]。また平成 14 年からは，岩手大学の

地域貢献事業の一つである「IT遠隔地連携システム」の

設計，構築，運用に携わってきている [5]。 
その研究の中心的な思想，理論となってきたのが，「コ

ミュニティ形成型の地域貢献」の考え方である。本論文

では実例を紹介しながら，その特徴について議論を行っ

ていく。地域貢献に取り組まれる際の参考になれば幸い

である。 

2. 基本的な考え方 

2.1. コミュニティ形成の考え方 

情報技術は時の経過に従って変化していく部分も多い

が，その中で特に我々が注目してきたのは，時間が経過

しても変わることのない普遍的な価値についてである。

そして，普遍的な価値の中でも最も重要なものとして取

り上げたのが，「人間活動にとって，最も基本的かつ重要

なコミュニティ形成のために情報技術を用いる」と言う

ことである。我々独自の考え方に基づくコミュニティを，

従来のオンラインコミュニティとは区別して，e コミュ

ニティと呼んでいる [2, 4]。 
その定義は，以下のようなものである[4]。 
 

[eコミュニティの定義] 

E1.インターネット技術を利用した「人が集まるグルー

プ」であること 

E2.インターネット技術を利用して「他のコミュニティ

との交流」を行っていること 

E3.インターネット技術を利用して，メンバー同士，ま

たは他のグループメンバーと共通の結びつきを持つ

こと 

E4.しばしば集会を開催し，オフラインにおける交流を

促進し，メンバー同士，または他のグループメンバ

ーと共通の結びつきを持つこと 
 
ここで，「他のグループメンバー」とは，「他のグループ

に属するメンバー」という意味である。 
現実のコミュニティの定義としては多くの定義が存在

するが，我々はGeorge Hillery. Jr. の分析手法 [6] を使った，

Robin B. Hammanの定義 [7] を採用し，これを元にオンラ

インコミュニティについては，以下のような定義を与えて

いる [4]。e コミュニティは，オンラインコミュニティの

中に含まれるが，より限定された意味で使っている。 

[オンラインコミュニティの定義] 

V1.コンピュータネットワーク技術を利用した「人が集

まるグループ」であること 

V2.コンピュータネットワーク技術を利用した「社会的

交流」を共有していること 
 
eコミュニティの特徴は，インターネット技術を生かし

たオンラインの交流を活動の基礎にしながらも，オフライ

ンでの交流を重要視し，開かれた活動を行うことである。

また後述するように，コミュニティ間の交流やインターネ

ット技術を利用したコミュニケーションツールの利用に

よって，多様な意見，少数意見を取り込む方向性を持つこ

とは，高度な意思決定につながると期待できる。 
目先のシステムの導入や運用を目的とする情報化は，

システムの陳腐化と伴に短期間で色褪せてしまう。しか

しながら，一旦できあがったコミュニティはそう簡単に

は無くなることはない。このコミュニティが次なる情報

化の担い手となり，しだいに成熟したコミュニティの形

成へとつながっていくと期待できる。この考え方は，盛

岡市の情報化の中にも取り入れられている [3]。 
この論文では，さらに議論を拡張するために，サブコ

ミュニティの考え方を導入したい。その準備として，e
コミュニティやオンラインコミュニティの定義に加えて，

アイデンティティ [8] を持つコミュニティの条件とし

て，以下の定義を加える。 
  

[アイデンティティを持つコミュニティの定義] 

I1. コミュニティの名称を持つこと 

I2. 会員が登録制であること 

I3. 中心となるメンバーが存在すること 

I4. コミュニティのアイデンティティを示す場が存在

すること 
 
名称，会員制，会の運営を行う中心メンバーの存在，

コミュニティのアイデンティティを示す場（webページ，

メーリングリスト，あるいは事務所等）が存在して，他

のコミュニティ等と区別する境界が存在するものを「ア

イデンティティを持つコミュニティ」と呼ぶことにする。 
一方，任意に取り出した数人のメンバーからなる集合

は，アイデンティティを持たないコミュニティになる場

合もあり得る。取り出し方が何通りもある場合，アイデ

ンティティが無いと，コミュニティが何通りにでも定義

できることになり煩雑である。 

2.2. 総合情報処理センターとしての立場 

次に問題になるのが，大学の組織としての総合情報処

理センターの立場である。情報処理センターにしろ，総

合情報処理センターにしろ，学内共同利用施設と言う位

置づけがあるため，計算機等を学外者に利用させるのは



困難である。常にこの点に気を配る必要があり，地域貢

献の多くの部分は，研究として実施してきた。 

2.2.1. 研究としてのコミュニティ形成 

まず，地域インターネットエクスチェンジ（COZMIX）
[9]の研究においては，獲得した外部資金 [10]を元に，

地域 ISP 三社との共同研究として活動を始めた [11]。
学術ネットワークと商用系ネットワークを結ぶインタ

ーネットエクスチェンジポイント(COZMIX-IXP)は，商

用系ネットワークと学術系ネットワークをつなぐもの

であり設置場所の選定は慎重に検討した。その結果，中

立的な場である地域共同研究センターに設置した。 
平成13年 8月には，地域ネットワークとの接続のため

の「地域ルータ」を総合情報処理センターへ設置した。

以後，COZMIXを始め，岩手地区の学術ネットワークで

あるTOPIC盛岡NOCなどの地域ネットワークとの接続

に用いてきた。 

2.2.2. 地域ネットワーク構築とコミュニティ支援ツール 

e コミュニティの形成にあたっては，基本的に，情報

ネットワークとコミュニティ支援ツールの２つは必須で

ある。総合情報処理センターとしてコミュニティ形成を

支援するにあたっては，後述するように，地域の情報ネ

ットワーク構築の支援が最初の課題となるケースが存在

した。 
コミュニティ形成支援ツールについては，ニュース，

メーリングリスト，web，wiki などを提供してきたが，

インターネットの昨今の動きにも呼応して，SNS（ソー

シャル・ネットワーキング・サービス）の活用を始めて

いる。また，eコミュニティに必要なE4の定義を満たす

ためには，集会の会場（コミュニティスペース）の提供

も必要であり，時にはコミュニティの窓口や事務局の役

割もまた必要である。これらの要求を満たすために，岩

手大学総合情報処理センターあるいは，時には岩手大学

が主催の「研究会」という形を取ってきた。これによっ

て，会場，リソース，サーバの提供を可能にしてきてい

る。このように，コミュニティ形成支援として各種の研

究会を立ち上げ，その活動の一貫として地域貢献活動を

行ってきた点が大きな特徴である。 

2.2.3. 大学の事業としての地域貢献 

その他，大学の事業としての位置づけで行ったものと

しては，地域貢献特別事業として構築した「いわて情報

ハイウェイを利用した IT 遠隔地連携システム」がある。

平成14～16年度に，釜石市，水沢市及び二戸市の教室と

接続し，また岩手県内の全県立高校100校及び岩手県立

総合教育センターとの接続も完了した。この場合にもま

ず，地域に閉じた情報ネットワークの整備から始まった。

すなわち県のいわて情報ハイウェイ（地域連携ネットワ

ーク及び教育情報ネットワーク）経由で，岩手県内各都

市の学習施設と岩手大学の学内 LAN を接続することで

インフラ整備を行った。 

2.2.4. 自治体の委員等としての地域貢献 

平成 17 年度には県の情報ハイウェイの民間解放に関

わる議論のために，WISH（Wisdom of Iwate Information 
Super Highway）研究会を立ち上げた。平成 18年度には

装いを新たに，新WISH研究会を立ち上げ，総合情報処

理センター長が会長を務めるなどして支援を行っている。

新 WISH 研究会は，地元の IT 産業のトップクラスを幹

事に置き，その下に実働部隊である世話人会をボランテ

ィアで組織している特徴のある組織である。WISH 研究

会の目的は， 
 
（目的） 岩手県の ICT 施策や ICT 問題に関して，広く産

官学民からの意見を募るとともにその内容について研究

を行い，県のICT施策に対して提言を行う。またICT活用

による地域の発展を促すために啓蒙活動を行う。 

 
WISH 研究会は，コミュニティ形成型地域貢献の好例

であり，次のような活動を行っている。 
 

① 会員の交流および情報交換のための研究会や講

演会等の開催  

② メーリングリストやホームページ等での情報交換  

③ ICT を利用した地域コミュニティ作り  

 
自治体等の委員として以下のような活動も行ってきた。

これらの多くは程度の差こそあれ，コミュニティ形成型

の地域貢献の考え方に基づいて行ってきたものである。 
岩手県・行政文書管理システム審査委員，国連大学・

グローバルセミナー 委員と企画・実施，岩手県・総合計

画推進委員，岩手県・いわて教育ネットワーク整備に関

する委員，盛岡市情報化基本計画策定懇話会委員（第 1
次及び第 2次），岩手県・情報セキュリティ監査審査委員，

盛岡市こども科学館協議会委員，岩手県・情報通信イン

フラの活用と整備に関する研究会委員，岩手県職員の面

接員，岩手県・いわて情報ハイウェイ利用審査委員など。

その他，盛岡市の市教研の講師，えさし市・えさし車座

研究会の講師，地元企業での講演，盛岡市子ども科学館

の事業の支援など多数の地域貢献を行ってきた。 

2.3. e コミュニティがもたらすもの 

e コミュニティは何をもたらすと期待されるかについ

ては，文献[2]で述べた以下の 4 つの重要な機能がある。 
 
 



[eコミュニティの4つの重要な機能] 

F1. スムースな情報循環のパイプ役となる 

F2. バーチャルな活動と，リアルな活動のパイプ役

となる 

F3. 情報の共有と，相互扶助 

F4. 人と人の繋がりを作る 

 
具体的には，リソースの共有によるコミュニティ間の

交流，不要品の交換による節約効果，仲間意識が生み出

すメンタルケア，プロジェクトへの取り組みで生まれる

共同研究やボランティア活動などをもたらすことになる

と期待できるのである。 
James Surowiecki による「群衆の英知（the wisdom of 

crownds）」は，オンラインコミュニティでの群集の意見

がうまく集約できることを良く言い表している [12]。 

しかし，群集の英知がうまく機能するためには，メンバ

ーの多様性が保たれている，利害や地位による不合理な

圧力が無い，情報が必要なだけ循環している [13]， と

いうことが必要とされている。我々の提唱している e コ
ミュニティは，まさにこの条件を満たすものである。 
これまでの支援内容をまとめると，表-1のようになる。 
 
表-1.岩手大学情報処理センター及び総合情報処理セ

ンターにおけるコミュニティ形成型支援 

(1)コミュニティ活動 

eコミュニティ形成理論の展開 

地域情報化支援 

研究会活動 

 

情報セキュリティに関する啓蒙活動 

(2)地域ネットワーク構築 

地域IX構築支援 

地域ネットワーク構築支援 

インターネット接続支援 

 

IPv6接続支援 

(3)コミュニティ支援ツール 

メーリングリスト作成支援 

ホームページ作成支援 

wiki作成支援 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援 

 

ESNSによるコミュニティ形成支援a) 

(1)研究シーズの提供 

(2)外部資金の獲得 

(3)共同研究成果の特許申請 

研
究
支
援 

(4)共同研究成果の製品化 

a) ESNS とは，我々が開発した教育用ソーシャル・ネットワーキン

グ・サービス（後述）である。 

2.4. 地域貢献活動の成果 

2.4.1. 利害が対立する組織間のインタフェース 

COZMIX では，始め地域 ISP 三社と地域 IX を作るだ

けではなく，e コミュニティを作って友好的な関係を育

てていこうとした。しかし，それぞれが商売上のライバ

ルであったため，地域 ISP 同士の「直接的な交流」を作

り出すことはできなかった。一方で，地域 IX を構築す

ると言う共通の目的達成に向かうプロセスにおいて，岩

手大学や産業振興センターの媒介の元，地域 ISP 同士の

「間接的な交流」を作り出すことには成功した。すなわ

ち，張りあったり，お互いを意識したりすることが，マ

イナス面に向かわず，地域 IX 構築という一つの方向に

向いたと思われる。そこで，今後の活動のための重要な

ヒントも掴んだのである。すなわち，利害関係が衝突す

る企業間のインタフェースとしての役割を，大学が果た

しえるのである。多くの場合，コミュニティ形成型の地

域貢献は，縦割り社会の異なる組織間をつなぐ役割を果

たすことに他ならない。地域ネットワークや地域 IX の

構築は，異質なネットワークをつなぎ，かつ異なる組織

間をつなぐ役目を果たすものである。 
COZMIX発足当時の現場担当者は，すでに職場は変わ

ってしまったが，未だに e コミュニティ活動へは変わら

ずに参加している人が多くいる，という点も評価したい

点である。即ち，e コミュニティでのつながりは，組織

が変わっても残り得たのである。 
組織の利害関係（縦割りの関係）が持ち込まれると，

横のつながりからなるオンラインコミュニティは，変質

してしまう場合が往々にしてある。できれば，これらの

活動は分けて考えるべきであるが，しばしばオンライン

コミュニティ内に共存する。例えば上記のWISH研究会

では，この問題に対して，組織の管理職からなる会長，

幹事と，現場でボランティア活動する世話人を分離した

形で通常の活動を行うことにより対処している。 

2.4.2. eコミュニティの設立と活動 

研究として行ってきたので，論文，特許申請，製品化

等の形で成果が出ている物もあるが，一番の成果は多く

の e コミュニティができあがり，多くは現在も活動を続

けていると言うことである。明らかに e コミュニティは

地域の活性化につながっている。最近の活動の詳細につ

いては，「4. eコミュニティ活動の最近の動向」で述べる。 

3. 個々のメンバー間の相互作用に着目したコ

ミュニティのモデル化 

オンラインコミュニティは多岐に渡るものであり，そ

の一般的なモデル化を行うことはなかなか難しい。ここ

では我々の考えをより明確に表現するために，以前，参

考文献[2]で行ったモデル化に基づいて，さらに掘り下げ

たコミュニティモデルを提案し，コミュニティ内に存在

する「サブコミュニティ」の考え方を導入する。 



3.1. コミュニティモデル 

本研究では，個々のメンバーに注目した定性的なコミ

ュニティモデルを提案したい（図-1）。コミュニティを集

合と考えるなら，そのメンバーを ai，集合を A として，

ai ∈ A のように表すことができる。 
 
 
 
 
 
 
 
図-1.個々のメンバー間の相互作用に着目したコミ

ュニティモデル 

 
ただし，オンラインコミュニティでは，一般メンバー

の多くは常に移り変わるものであるから，オンラインコ

ミュニティはその構成要素が時々刻々と変化する集合と

考えなければならない。 
ここで，以下のような仮定の元に，メンバー aiとメン

バー ajの関わりを調べていく（ただし，i≠j）。 
 

1)同じ時間に同じ場を共有することによる交流の大きさ

を sijで表すものとする。 
 

2)メンバーは，リソースを交換することによって交流する

ことができる [4]。aiと ajのリソースを交換することによ

る結びつきを rij（ただし rij > 0 とする）で評価する。 
 
3)リソースの交換以外の要因による結びつきを uij で表現

する。具体的には，例えば組織の利害関係に起因する結び

つき，共通の趣味や心理的な印象による結びつきなどであ

る。友好的な結びつきはプラスの相互作用，逆に非友好的

（あるいは敵対的）な結びつきはマイナスの相互作用と考

えることとする。 
 

メンバーaiとメンバーajの間の相互作用wijは，2つの

タイプの交流の大きさ，rij と uij にそれぞれ比例するから， 
 
  wij ∝ rij                (1) 

 

  wij ∝ uij                (2) 
 
と書くことができる。トータルでの相互作用 wijが，結束

（プラス）か反発（マイナス）かは，rijと uij の間の効果

の大きさによることになる。 
交流 sij が大きいほど，結びつきの効果も大きくなる

ので，以下のように書くことができる。 
  
   wij ∝ sij                 (3) 

 
次に集合全体の相互作用 W(A)は，個々のメンバーの相

互作用 wij を，集合全体的に渡って考慮したものとする。 
ここで，交流の結果，集合全体として結束力が生まれ

ているならばW(A) > 0と表し，これをコミュニティの成

立要件と考える。即ち， 
 
C1. 集合がコミュニティであるとは，正の相互作用

を持つことである。 

 
と定義する。 

3.2. サブコミュニティモデル 

また，集合 A の真部分集合 A1からなるメンバー間の

相互作用が正であれば，サブコミュニティが発生してい

ると考えることができる。（図-2.） すなわち， 
 
C2. A ⊃ A1 かつ W(A1) > 0 であれば，A1はA

のサブコミュニティである 

 
ただし，このサブコミュニティが特有のアイデンティ

ティを持つかどうかは，別の問題である。サブコミュニ

ティであり，かつ I1.～I4.の条件を満たすものを アイデ

ンティティのあるサブコミュニティと呼ぶことにする。

これこそ，コミュニティに内在する少数意見を持つグル

ープを 具体化することを可能とする概念である。例と

しては，１つのSNSの中に含まれるコミュニティや，コ

ミュニティの中でプロジェクトを遂行するために組織さ

れるCoP（実践のコミュニティ）などが挙げられる。CoP
は知的な創造性を持つコミュニティであるが，詳細は参

考文献と脚注[14]を参照されたい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
図-2. サブコミュニティA1～A3と，孤立サブコミ

ュニティA3 

3.3. コミュニティ間の相互作用 

このモデルは，容易にコミュニティ間の相互作用にも

拡張可能である。コミュニティAとコミュニティBのメ

ンバー，aiとbjそれぞれについての相互作用wijを評価し，

コミュニティ全体に渡って考慮することで，コミュニテ

ィ間の相互作用 W(A,B)を評価することができるであろ

う。(図-3.) 
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図-3.コミュニティ間の相互作用のモデル 

 
 
同様に，アイデンティティを持つサブコミュニティ間

の相互作用を考えることもできるが，もし，他の全ての

サブコミュニティと正の相互作用を持たない場合，これ

を孤立サブコミュニティと呼ぶことにする。一般的なコ

ミュニティを考えても，孤立サブコミュニティを内包す

ることは充分ありえることである。例えば，メンバーに

なった初期段階で交流があっても，次第に交流が無くな

ることは良くあることである。 

3.4. モデルによるオンラインコミュニティの考察 

3.4.1. 少数意見を寛容するコミュニティ 

質の高い集合的意思決定は，対立する視点を比較検討

する「政治的熟慮」（political deliberation）過程を経てな

されるといわれているが，これには社会的少数派の参加

と発言を許容する制度と心理的な寛容性が必須である 
[15]。インターネット利用は地理的制約を軽減すること

から，少数派がクラスターを形成することで，多数派か

らの同調圧力に抵抗できるといわれている [16, 17]。 
我々が提唱してきた，e コミュニティにおいても，少

数派意見を歓迎し，異質なコミュニティとの交流を促進

することによって，意見の多様性を保ち続けてきた。多

様性が豊かさを生み出し，環境の変化に耐えて生き残っ

ていくことは，地球上における生命の進化をみても明ら

かである。 
オンラインコミュニティの定義の中には，コミュニテ

ィが存在する条件として一定量以上の，書き込み，レス

ポンスの比率，活動しているメンバー数などを挙げてい

るものもある [18]。しかし，少数メンバーからなるコミ

ュニティを認める考え方からすれば，この定義は受け入

れられない。それに対して我々のモデルでは，相互作用

Wが正かどうかで判断しているため，たとえ少人数から

なる場合でも交流が小さくとも，コミュニティとして評

価できる。 
また，サブコミュニティの考え方によって，コミュニ

ティ内に存在する「少数派のメンバーの集まり」を表現

できる。前述したように，少数派を大事にすることは重

要ではあるが，それが孤立サブコミュニティであるなら

ば，その意志は生かされず価値は薄くなる。すなわち，

少数派のメンバーからなるサブコミュニティを活性化さ

せるような，交流の仕組みが必要であることになる。 
a１ 

bj a3 
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3.4.2. オンラインとオフラインでの交流の大きさの違い 

通常のメーリングリストや掲示板での交流をオンライ

ンコミュニティでの典型例と考えれば，それほど長時間

同時刻に利用するケースは稀と考えられるので，sij は小

さい値をとると考えられる。逆にオンラインでは，大勢

のメンバーと交流できるため，相互作用をコミュニティ

全体として考慮することで大きな効果になると考えられ

る。具体的には，メーリングリストのようなpush型のコ

ミュニケーションツールを使っている場合には，メンバ

ーが多いほど全体の結束力は安定して大きくなると考え

られる。これに対して掲示板の場合には，メンバー数は

訪問者の数になり，時間帯や状況により大きく変動する

と考えられる。 

3.4.3. コミュニティ内の結束力 

コミュニティにおける交流を活発にして結束力を高め

るためには，rj， sij を大きくすれば良い。即ちリソース

の共有や交換によって rijを大きくし，オフラインでの交

流の機会を増やして sijを大きくすれば，結束力を高める

ことができる。一方，uijは，組織の利害関係に起因する

要因やメンタルな要因が元になっているため，簡単には

変えられないであろう。 

3.4.4. 利害が対立するコミュニティ間のインタフェース 

2.4.1で考察したように，利害が対立している 2つのコ

ミュニティ B，C を含む場合であっても，大学（コミュ

ニティ A）が間に入り，十分大きな結束（W(A,B)及び

W(A,C)）を作り出せれば，全体での交流を友好的（結束）

にすることができる（図-4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図-4. 利害が対立するコミュニティ間の交流モデル 
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4. e コミュニティ活動の最近の動向 

4.1. 最近のオンラインコミュニティの特徴 

以前の調査によれば，オンラインコミュニティは新し

い友人との出会いにはつながりにくい，と言われていた 
[7]。しかしながら，SNSや出会い系サイト（合法，違法

の双方を含めて）の隆盛を見ると，新しい友人や配偶者

を捜すと言うことが，最近，容易になってきていると思

われる。コミュニティ形成支援の方法も，このようなネ

ットワーク社会の発達を 無視できなくなってきている

と考えられる。 

4.2. 教育用 SNS による支援 

 近年，Friendster やMySpace に代表される SNS が世界

的に流行しており，日本国内では地域SNSが各地で立ち

上がり，総務省の実証実験なども行われている [19]。 
図-5. 教育用SNS（Asster）のログイン画面 

 
 我々もSNSの持つコミュニティ形成能力に着目し，さ

らにこれまでのコミュニティ研究のノウハウを注ぎ込ん

で，教育用 SNS（ESNS と呼んでいる）を開発し，その

実験的な運用を開始している。（図-5）これまでの

e-learning では，知識や情報の流れが主に，教員から学生

へトップダウンの流れになっている。これを改め，ボト

ムアップの学習環境を情報技術を用いて支援しようとい

うのが狙いである。これまでの e-learningの場合，トップ

ダウンであるが故に，学習のモチベーションが得られに

くいという点が学生からの意見として出ていた。ESNS
はこの欠点を根本的に解決するものである。具体的には，

学習したことを記録しておくノート機能を持たせ，画像

以外にWordやPDF等の形式のファイルを添付すること

も可能とした。気が向けばノートを 友人やサブコミュ

ニティのメンバーと容易に共有できるように設計してあ

る。ESNS における一つの目標として挙げられるのは，

CoP（実践のコミュニティ） [12]の実現である。CoP の

目標は知識や技術の修得ではあるが，その参加過程をよ

り重要視するものである。 

能を制限したりしている。学生が元気であるかどうか，

保護者への急ぎの連絡がないかどうかなど，保護者への

通知機能も現在実装中である [20]。  
 現在，ESNS は試験運用中であるが，大学内のみだけ

でなく，将来的にSNSを利用しようという学外の研究会

や委員会等に対しても試験的な参加を認めている。例え

ば，盛岡市で計画している地域 SNS 構築のための試用，

盛岡市の所有するサイエンスドームに係わる研究会での

活用などである。 

4.3. COZMIX の発展 

COZMIXの地域コミュニティサービスは，学生中心の

COZMIXNG（COZMIX Next Generation，コズミキシング）

にも発展した。COZMIXのネットワーク上に，総合情報

処理センターが用意したサーバを設置し，学生が自由に

研究できる場を構築した。参加者は，他大学も含めた一

般市民である。運営の殆どは，学生の自主的な活動によ

る。様々なコミュニティサービスを提供しているが，こ

こで特に取り上げたいのは，多くのコミュニティを醸成

している「COZHikiFarm」である [21, 22]。 
また，学習には健全な生活環境が必要である。毎年，

多数の学生が，卒業前に大学を辞めていることは残念な

ことである。これをいくらかでも改善しようというのが，

ESNSのもう一つの目標である。ESNS内には，大学生活

をサポートする様々なサブコミュニティを設置してある。

例えば，大学生協の活用，日常生活の知恵，健康や禁煙，

料理，趣味などである。友達づきあいを通じて，健全な

大学生活を送れるように配慮してのものである。 

ここでは，Hikiという誰でも自由に書き込んだり，新

しいページを作成したりすることが可能な仕組みをサー

ビスしている。これによって，サーバの知識が無くとも

リモートから自由にwebを作っていくことができる。例

え ば ，「 草 明 生  吉 林 農 業 大 学 留 学 便 り 」

（http://pub.cozmixng.org/~hiki/CAO/）は，中国吉林農業大

学へ留学中の岩手大学生に，電子メール等で利用方法を

伝えて留学便りを作成してもらい，交流を始めたもので

ある。これは書く本人を励ますことになり，後々の留学

その他にも，参加者の少ないサブコミュニティを活性

化するように運営したり，SNSに参加している女性がス

トーカー行為を受けないように，性別での検索などの機 



生のための資料となり，また保護者が子どもの無事を確

認できるなど，多くの効果をもたらした。現在では，留

学前の準備から書き始めるケースもあり，後進に大変参

考になる内容となっている。カナダのセント・メアリー

ズ大学，テキサス大学などなど広がりを見せている。Hiki
ではこのほかに，国際交流支援，授業支援など幅広い目

的を持つ40以上のコミュニティや組織，個人などが日々

利用している。ただし，Hiki内ではコミュニティ間の交

流の仕組みは準備されておらず，殆どは孤立コミュニテ

ィの形になっている。 
 また，COZMIX本体の活動としては，IPv6 の活用を図

る v6活用研究会と協力し，自宅等で活動しているメンバ

ーに対して，IPv6 コネクティビティを提供する岩大６

（ガンダイ・シックス）を 2005 年から開始した。

COZMIX設立当初に始まった暗号化研究は，当時の地域

ISPの一社であった，(株)アドテックシステムサイエンス

との共同研究として発展し，特許出願や製品化を行って

いる。 

4.4. 教育と地域の情報化を考えるシンポジウム

(SPER)の支援とその発展 

情報教育や地域の情報化に関わる現場の人たちの交流

を目的としたシンポジウム，SPER99 in Hanamakiを総合

情報処理センターが主催して開催した。シンポジウム開

催に向けて，志を一つにする多数のボランティアと東北

各地のコミュニティが結束して，SPER 実行委員会を立

ち上げ，シンポジウムを運用した。この SPER 実行委員

会こそ典型的な e コミュニティの例であり，まさにボラ

ンティアが作った手作りのシンポジウムとなった。この

後，SPERは，2002年のSPER2002 in Aomoriまでに，東

北各県を一巡する一大イベントに発展した [23]。 
その時の岩手県のメンバーを中心にして結成した

SPERng（SPER Next Generation）研究会が，その後の e
コミュニティ活動の中心となっている [24]。 

4.5. 情報セキュリティに関する活動 

最近の活動でめざましいのは，子どもをインターネッ

トや ICTの影の部分から守ることを目的とした，SPERng
研究会の isac部会である。地域（学校や家庭を含む）で

の子どものインターネット犯罪やトラブル（被害と加害

の両面から）について議論し行動しようというもので，

講演会や様々なボランティア的な活動を行っている。子

どもや家庭向けの啓蒙資料を作成し，無償配布を行って

いる [25]。  
 また最近では，なかなか身につかない情報セキュリテ

ィのポイントを，日めくりカレンダー形式の標語集で実

施しようという取り組みを行っている。JAVA スクリプ

ト版や，PowerPoint 版を無償でダウンロード可能にして

いる [26]。 

5. 結論 

コミュニティ形成型地域貢献によって，継続性や発展

性を持った地域の情報化に寄与し，e コミュニティの形

成支援を行うことができた。また地域の e コミュニティ

の力によって，総合情報処理センターだけでは成し得な

かった様々な成果をあげることができた。今後も地域の

e コミュニティとともに，ICT 技術を基にした着実な発

展を目指していきたい。 
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